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 第 4 章と第 5 章では、東北大学高度教養教育学生支援機構学習支援センター（CLS）によ
る学生参画型学習支援プログラムである Student Learning Advisor(SLA)実践に着目して、

































< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
本論文は、多くの学生参画型支援プログラムが大学教育サービスの一環として提供されて
いるにもかかわらず、正課教育における授業やそれに準ずる教育プログラムに比して、その
取組みの「質」の検証や実践改善方策の開発といった研究的動向が必ずしも活発ではないこ
とへの危機感を出発点としている。「学生を参画させること」自体が目的となっている事例
も数多く存在するなかで、本研究は、高等教育段階において学生が参画することの意義を再
検討したうえで、支援する／される学生双方への教育効果、さらには組織改善へのフィード
バックにおいても一定の成果をあげている学生参画型支援の事例を取り上げ、その実践を分
析することで、求められる内部質保証システムの在り方について考察を加えたものである。 
 本論文の学術的意義は以下の二つである。第一に、大学教育への学生参画の現状について、
新たな分析枠組みを提示していることである。日本における学生参画の取組は、大きく分け
てピア・サポート（学生が学生を支援する取組）と学生参画型 FD に分けられてきた。前者
については、日本学生支援機構による調査が 2～3 年おきに実施され、後者についての先行
研究も多数存在するが、実態としてはこの二つに収まらない様々な実践が先行しており、新
たな分析枠組みが求められる状況にあった。これに対して、本研究では、新たな分類枠組と
して①「学生支援領域」②「学習支援領域」③「教授学習改善領域」④「大学運営改善領域」
の 4 領域を提示し、さらに、実践的に重複する事例の多い②と③については、「教授学習支
援領域」と包括したうえで、ここでの学生参画の在り方を、ⅰ）修学アドバイザー分野、ⅱ）
SA 分野、ⅲ）TA 分野、ⅳ）チューター分野の４分野に整理している。この枠組により、各
大学の実践が改めて整理され、相互比較が容易になることから、今後の大学教育の改善に大
きく資する視座を提示したと言える。 
 第二に、学生参画型支援プログラムに参加する学生の成長・変容過程とそれを促す組織的
要因を詳細に明らかにしたことである。従来の研究では、プログラムとその実施体制に関す
る報告的研究が中心であり、学術的研究は少なかったが、本研究では専門職の職能成長研究
の手法を応用して学生の成長・変容を分析しただけでなく、それを促した組織的要因につい
ては近年の組織学習論の知見を応用して分析を加えており、大学教育研究に新たな知見を加
えるものである。 
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 本論文の課題として、米国における大学教育のパラダイム転換への評価や、日本における
学生参画型支援プログラム導入の政策過程への評価に多面性を欠いていること、また、学生
参画型支援プログラムの内部質保証システムのモデルに改善の余地があることなどが指摘
できる。しかし、実践報告になりがちな研究対象について詳細なデータ収集をもとに学術的
な光を当てたことは、従来の先行研究の到達点を大きく超える価値を持つ内容となっている。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
